
　
大
阪
滋
慶
学
園

浮
舟
邦
彦
理
事
長

は
、
国
内
初
と
な
る
医
療
安
全
管
理
学
の
修
士
課
程
を
設
置
し
た
滋
慶

医
療
科
学
大
学
院
大
学
を
来
年
４
月
に
開
学
す
る
。
各
種
医
療
職
を
網
羅
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
学
園
の
特
色

を
生
か
し
、
今
年
３
月
に
設
置
申
請
を
行
い
、

月
に
文
部
科
学
省
が
設
置
認
可
し
た
。
医
療
事
故
が
多
発
す
る

中
、
患
者
の
安
心
と
安
全
、
医
療
の
質
の
向
上
を
目
指
す
教
育
研
究
機
関
と
し
て
、
医
療
機
関
や
企
業
か
ら
の
期

待
も
大
き
い
。
現
代
、
近
未
来
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
研
究
機
関
と
し
て
同
大
学
院
大
学
の
武
田
裕
医
療
管
理

学
研
究
科
長
に
戦
略
を
聞
い
た
。

◆プロフィル◆

　たけだ・ひろし　 年（昭 ）
阪大医学部卒。米シカゴ大臨床薬
理部留学、 年阪大医学部附属病
院医療情報部教授などを経て、
年４月に滋慶医療経営管理研究セ
ンター研究科長。 年から国際医
療情報学会副会長、国立大学附属

病院医療安全管理協議会会長（
― 年）。大阪ヘルスケアネット
ワーク普及推進機構（ＯＣＨＩ
Ｓ）理事長を現任。著作に「電子
カルテネットワーク　 医療の新
しい風」（エム・イー振興協会）
など。京都府出身、 歳。

医
療
管
理
学
研
究
科
長
に
就
任
す
る
武
田
裕
氏
に
聞
く

医
療
安
全
管
理
学
の
修
士
課
程

◎滋慶医療科学大学院大学の受験資格は４年制大学卒業者を基本
としているが 専門学校や短期大学卒でも実務経験が２年以上あ
り同大学院大学が個別審査し認定した場合は 受験を認める

医療安全のマネジメント層養成 来春開学滋慶医療科学大学院大学
国
内
初

院
内
各
部
署
の
連
携
事
故
・
ミ
ス
防
ぐ
カ
ギ

医療の多様な職種キャリアアップの道

ご
あ
い
さ
つ

滋
慶
医
療
科
学
大
学
院
大
学
坂
本
幸
哉
学
長 医療の質と安全高める

　
今
、
医
療
事
故
の
予
防
や
対
策
な

ど
、
医
療
機
関
で
安
全
管
理
体
制
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療

安
全
体
制
の
整
備
・
確
立
が
望
ま
れ

る
中
、
現
代
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
も
の
と
し
て
、
滋
慶
医
療
科
学
大

学
院
大
学
は
開
学
い
た
し
ま
す
。

　
医
療
の
安
心

安
全
に
対
す
る
意

識
は
高
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、専
従

医
療
安
全
管
理
者
は
、数
、質
と
も
に

不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。医

療
の
質
を
高
め
る
。そ
の
た
め
医
療

の
安
全
を
対
角
的
に
見
て
、医
療
の

安
全
に
基
づ
き
医
療
管
理
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。そ
れ
が
健
全
な
病
院

経
営
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。本
大
学

院
大
学
で
は
、医
療
安
全
管
理
学
お

よ
び
医
療
安
全
管
理
学
の
領
域
と
し

て
の
医
療
経
営
管
理
学
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
領
域
に
ま
た
が
る

広
い
視
野
で
研
究
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
全
国
初
の
試
み
で
あ
り
、

全
国
で
初
め
て
の
医
療
安
全
管
理
学

の
修
士
課
程
と
な
り
ま
す
。
幸
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
著
名
な
専
門
家

を
専
任
教
員
に
お
迎
え
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
こ
新
大
阪
か
ら
、

医
療
機
関
、
研
究
機
関
、
企
業
で
活

躍
で
き
る
卓
越
し
た
能
力
を
持
つ
リ

ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

写
真

人
工
心
肺
装
置
を
扱
う
臨
床
工
学
技
士
。
手
術
を
よ
り
安

全
に
行
う
体
制
が
必
須

看
護
師
が
打
ち
合
わ
せ
す
る
こ
と
も
重

要
な
仕
事
の
一
つ

新
大
阪
駅
近
く
に
立
地
す
る

滋
慶
医
療
科
学
大
学
院
大
学

医
療
支
え
る
横
ぐ
し
人
材
輩
出

業
界
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
促
す

川
崎
忠
行
会
長
日
本
臨
床
工
学
技
士
会

豊
田
百
合
子
会
長
大
阪
府
看
護
協
会

医
療
安
全
管
理
発
展
を

専
門
教
育
貢
献
大
き
い

現
場
か
ら
も
期
待
の
声

　
医
療
安
全
管
理
を
テ
ー

マ
に
し
た
教
育
・
研
究
と

人
材
育
成
を
行
う
滋
慶
医

療
科
学
大
学
院
大
学
が
開

校
さ
れ
る
こ
と
に
、
大
阪

府
看
護
協
会
も
期
待
し
て

い
る
。

　
府
内
に
は
約

５
５
０
の
病
院

や
診
療
所
が
あ

る
が
、
専
従
の
医
療
安
全

管
理
者
を
配
置
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
３
分
の
１
程

度
。
そ
の
ほ
か
は
医
師
や

看
護
師
ら
が
兼
務
し
て
行

っ
て
い
る
が
実
情
だ
。
医

療
安
全
管
理
と
い
う
責
任

あ
る
職
務
内
容
か
ら
み
れ

ば
専
従
配
置
が
理
想
だ
。

こ
の
職
務
は
、
洞
察
力
・

判
断
力
・
行
動
力
・
分
析

力
が
求
め
ら
れ
る
。

　
今
後
、
大
学
院
大
学
で

医
療
安
全
管
理
学
を
体
系

的
に
学
ん
だ
修
了
者
が
、

１
日
も
早
く
私
た
ち
の
職

場
に
加
わ
り
、
日
本
の
医

療
安
全
管
理

の
文
化
を
さ

ら
に
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

　
医
療
機
器
の
高
度
化
と

並
行
し
て
医
療
そ
の
も
の

も
高
度
化
し
て
い
る
。
医

療
従
事
者
も
追
従
で
き
な

い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
学
習

は
病
院
任
せ
の
と
こ
ろ
も

多
い
。

　
昨
今
、
医
療
機
器
が
関

与
し
た
事
故
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
お
り
、
先
進
医

療
な
ど
の
高
度

な
医
療
行
為
は

臨
床
工
学
技
士

の
設
置
要
件
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
制
度
は
先
行
し
て
定
め

ら
れ
る
が
、
リ
ー
ダ
ー
マ

ン
パ
ワ
ー
の
育
成
が
遅
れ

て
い
る
の
が
現
実
だ
。

　
我
々
臨
床
工
学
技
士
は

医
療
関
係
職
種
で
唯
一
、

医
用
機
器
安
全
管
理
学
を

履
修
し
た
職
種
。臨
床
工

学
技
士
の
工
学
的
な
物
の

考
え
は
医
療
機
器
の
高
度

化
に
と
も
な
っ
て
、安
全

危
機
管
理
の
面
で
も
、ま

す
ま
す
病
院
の
中
心
的
な

役
割
と
な
る
。そ
ん
な
中
、

タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
、滋
慶

医
療
科
学
大
学
院
大
学
が

開
校
す
る
。よ
り
専
門
的

実
践
的
な
こ
と
を
学
び
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
合

理
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
が

構
築
で
き
る
。医
療
安
全

に
関
す
る
高

度
な
専
門
職

を
育
成
さ
れ

る
こ
と
は
、今
後
の
医
療

安
全
に
大
き
く
貢
献
す
る

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
、
さ
ら
に
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
た
い
と
い
う
医
師
や
看

護
師
ら
が
参
加
し
た
。
大
学

院
大
学
で
は
主
に
「
医
療
安

全
管
理
学
分
野
」
と
「
医
療

安
全
管
理
学
の
領
域
と
し
て

の
医
療
経
営
管
理
学
分
野
」

両
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を

養
成
し
て
い
く
。

　
学
生
の
研
究
計
画
、
学

歴
、
履
歴
に
応
じ
て
専
門
性

を
探
求
し
て
い
き
、
医
療
安

全
管
理
学
の
基
本
を
学
ぶ
。

医
療
安
全
管
理
学
の
修
士
号

を
得
れ
ば
、
病
院
や
企
業
の

組
織
を
支
援
・
指
導
・
統
括

す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
な

る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。

　
例
え
ば
、
現
在
の
職
種
や

職
歴
が
臨
床
工
学
技
士
で

「
医
療
安
全
管
理
学
分
野
」

を
習
得
し
た
場
合
、
医
療
機

器
や
医
療
用
品
メ
ー
カ
ー
の

技
術
者
・
研
究
者
、
大
学
な

ど
教
育
研
究
機
関
で
の
教

員
、
医
療
機
関
で
の
医
療
技

術
部
長
や
医
療
機
器
安
全
管

理
責
任
者
ら
へ
の
道
が
開
け

る
。
医
療
安
全
管
理
や
患
者

側
の
立
場
に
立
っ
て
、
医
療

事
故
を
防
げ
る
医
療
機
器
開

発
な
ど
の
責
任
者
と
し
て
期

待
さ
れ
る
役
割
も
大
き
い
。

　
看
護
職
者
で
は
看
護
部

長
、
看
護
師
長
、
医
療
安
全

管
理
者
、
専
任
リ
ス
ク
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
と
い
っ
た
医
療
機

関
の
管
理
職
と
し
て
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
で
き
る
。

　
病
院
事
務
職
者
が
「
医
療

安
全
管
理
学
の
領
域
と
し
て

の
医
療
経
営
管
理
学
分
野
」

を
履
修
す
る
と
、
病
院
事
務

局
長
や
健
康
保
険
組
合
管
理

部
長
、
行
政
機
関
で
の
中
間

管
理
職
と
し
て
採
用
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ

は
経
・
法
、
非
保
険
医
療
系

学
部
の
卒
業
者
や
卒
業
見
込

み
者
も
同
様
だ
。

　
さ
ら
に
大
学
院
大
学
を
修

了
後
に
、
ほ
か
の
大
学
院
博

士
後
期
課
程
へ
進
学
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

（ ） 【特別企画】 ２０１０年 平成２２年 １２月１０日 金曜日 　　

　
大
学
院
大
学
の
教
育
理
念

は

高
い
職
能
実
践
力
と
人

間
性
お
よ
び
国
際
性
の
涵
養

か
ん
よ
う

だ
。
医
療

安
全
管
理
学
と
医
療
経
営
管

理
学
を
実
践
、
研
究
し
、
あ

ら
ゆ
る
方
面
で
活
躍
す
る
職

場
の
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
育
成

を
目
指
す
。

　
医
療
安
全
管
理
学
は
医
療

事
故
や
ミ
ス
の
予
防
を
目
的

と
す
る
。
個
人
の
ミ
ス
を
問

う
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景

に
あ
る
組
織
や
医
療
シ
ス
テ

ム
の
問
題
を
追
究
、
分
析
し

防
ぐ
こ
と
。
院
内
で
の
器
具

や
ベ
ッ
ド
の
配
置
に
起
因
す

る
患
者
の
行
動
で
起
こ
る
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
。
そ

う
い
う
事
例
の
幅
広
い
知
識

で
、
院
内
各
部
署
の
連
携
を

強
め
、
医
療
事
故
や
ミ
ス
を

無
く
し
て
い
く
。

　
医
療
経
営
管
理
学
は
医
療

事
故
な
ど
の
結
果
か
ら
医
療

裁
判
な
ど
事
務
的
分
野
で
の

適
正
な
対
応
が
取
れ
る
よ
う

医
事
法
学
な
ど
の
専
門
性
を

深
め
、
対
処
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

　
医
療
関
連
で
働
く
社
会
人

の
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
や
キ
ャ

リ
ア
の
ア
ッ
プ
を
目
標
に
掲

げ
る
。
新
大
阪
駅
前
の
好
立

地
で
、
卓
越
し
た
実
践
力
、

研
究
能
力
が
養
え
る
。

　
―
い
よ
い
よ
来
年
４
月
に

滋
慶
医
療
科
学
大
学
院
大
学

が
開
学
し
ま
す
。
概
要
か
ら

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
こ
こ
で
学
ぶ
の
は
医
療

安
全
管
理
学
と
医
療
安
全
管

理
学
の
領
域
と
し
て
の
医
療

経
営
管
理
学
。
１
年
目
は
広

い
分
野
の
ベ
ー
ス
と
な
る
知

識
を
積
み
上
げ
て
、
２
年
目

は
論
文
を
作
る
課
程
で
テ
ー

マ
を
深
く
掘
り
下
げ
て
も
ら

う
。
研
究
と
授
業
を
通
じ
、

優
れ
た
人
材
を
養
成
す
る
の

が
目
的
で
、
そ
の
人
材
が
病

院
幹
部
職
な
ど
に
就
き
、
自

信
を
持
っ
て
各
診
療
科
医
師

や
医
療
職
、
事
務
職
と
い
う

職
種
横
断
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
推
進
す
る
中
核
と
な
っ
て

も
ら
う
の
が
わ
れ
わ
れ
の
願

い
だ
。
引
き
続
き
研
究
の
道

を
志
す
人
の
た
め
に
は
、
博

士
後
期
課
程
へ
の
対
応
も
視

野
に
あ
る
」

　
―
医
療
機
関
で
安
全
管
理

を
担
う
人
材
の
現
状
は
い
か

が
で
す
か
。

　
「
病
院
は
安
全
管
理
担
当

者
を
置
い
て
い
る
が
、
予
算

・
人
材
確
保
が
楽
で
は
な
い

た
め
多
く
は
専
任
者
を
充
て

ら
れ
な
い
で
い
る
。
米
国
で

は
ペ
イ
・
フ
ォ
ア
・
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
と
称
さ
れ
る
良
質

の
医
療
に
は
高
い
診
療
報
酬

が
請
求
で
き
る
よ
う
な
制
度

に
な
っ
て
お
り
、
病
院
は
医

療
安
全
・
予
防
に
徹
底
的
に

力
を
入
れ
、
Ｍ
Ｂ
Ａ

経
営

学
修
士

を
取
っ
た
人
材
も

多
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
日
本
も
制
度
的
措
置
が

必
要
だ
が
、
そ
う
は
い
っ
て

も
す
ぐ
に
改
善
さ
れ
る
問
題

で
は
な
い
。
ま
ず
は
医
療
職

者
の
中
か
ら
、
人
材
を
育
て

よ
う
と
の
考
え
だ
」

　
「
ど
こ
か
で
止
ま
る
は
ず

の
も
の
が
突
き
抜
け
て
し
ま

っ
た
の
が
医
療
事
故
。
わ
れ

わ
れ
な
り
に
必
要
と
考
え
た

授
業
科
目
を
広
く
そ
ろ
え

た
。
教
員
は
皆
、
そ
れ
ぞ
れ

の
領
域
の
一
流
の
方
た
ち

だ
」

　
―

月
か
ら
開
い
た
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
手
応

え
は
い
か
が
で
す
か
。

　
「
医
師
や
看
護
師
を
は
じ

め
、
事
務
職
を
含
む
医
療
関

係
の
さ
ま
ざ
ま
な
職
の
方
が

見
学
に
来
た
。
皆
す
ご
く
真

剣
で
、
そ
れ
に
応
え
る
責
任

の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い

る
。
大
阪
や
神
戸
市
内
か
ら

の
人
が
多
い
が
、
近
畿
圏
の

遠
方
の
人
も
い
る
。
関
西
は

医
療
機
器
な
ど
の
会
社
も
多

い
か
ら
、
そ
う
し
た
会
社
の

人
に
も
有
効
な
学
び
の
場
だ

と
思
う
。
狙
い
と
す
る
質
を

確
保
す
る
に
は
受
験
者
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
必
要

で
、
今
は
期
待
と
不
安
が
交

錯
し
た
心
境
」

　
―
医
療
安
全
の
学
会
の
活

動
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
医
療
の
質
・
安
全
学
会

が
２
０
０
６
年
に
発
足
し
、

今
で
は
会
員
が
約
１
８
０
０

人
。
そ
の
活
動
を
通
じ
て
、

医
療
機
関
に
は
質
と
安
全
を

担
当
す
る
き
ち
っ
と
し
た
組

織
が
あ
る
べ
き
で
、
そ
の
人

材
育
成
に
は
大
学
院
が
必
要

と
思
い
至
っ
た
。
医
療
職
の

中
に
も
、
専
門
的
に
医
療
安

全
の
分
野
に
一
生
を
か
け
よ

う
と
い
う
人
が
出
て
き
た
。

こ
の
大
学
院
大
学
の
準
備
に

多
く
の
先
輩
の
先
生
方
が
取

り
組
ん
で
い
た
こ
と
も
あ

り
、
私
も
役
立
ち
た
い
と
考

え
た
」

　
―
国
内
初
と
な
り
ま
し
た

が
、
医
学
部
を
持
つ
既
存
の

大
学
で
取
り
組
み
が
進
ま
な

か
っ
た
背
景
と
は
。

　
「
振
り
返
る
と
、
手
術
患

者
の
取
り
違
え
事
故
が
社
会

問
題
に
な
っ
た

年
が
日
本

の
医
療
安
全
の
元
年
で
、
そ

れ
か
ら

年
。
本
来
は
既
存

の
大
学
で
開
設
し
て
い
る
べ

き
だ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
既
存

の
大
学
は
、
医
師
は
医
学

部
、
看
護
師
は
看
護
学
部
と

縦
割
り
が
強
く
、
横
ぐ
し
が

通
り
に
く
い
。
横
ぐ
し
で
医

療
職
人
材
を
養
成
し
て
き
た

大
阪
滋
慶
学
園
な
ら
で
は
と

言
え
る
。
私
自
身
も
３
月
ま

で
は
大
阪
大
学
医
学
部
附
属

病
院
の
医
療
情
報
部
長
と
い

う
立
場
で
、
横
ぐ
し
で
仕
事

を
し
て
き
た
。
既
存
の
大
学

が
、
こ
う
し
た
講
座
を
持
と

う
と
ブ
ー
ム
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。
行
政
に
は

医
療
安
全
管
理
の
高
度
人
材

が
積
極
的
に
医
療
機
関
で
機

能
す
る
よ
う
に
診
療
報
酬
な

ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設

け
て
も
ら
い
た
い
」

　
―
阪
大
附
属
病
院
の
当
時

に
は
Ｉ
Ｔ
化
を
積
極
的
に
進

め
ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
「
文
部
科
学
省
の
肝
い
り

で

年
、
阪
大
附
属
病
院
に

国
内
で
初
め
て
医
療
の
質
と

安
全
を
担
う

中
央
ク
オ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

と

い
う
組
織
が
で
き
、
私
が
医

療
情
報
部
長
と
併
任
で
務
め

た
。
そ
の
組
織
で
ま
ず
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
上
に
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
報
告
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
を
構
築
。
紙
に
記
入

す
る
方
式
だ
と
数
も
集
ま
ら

ず
有
効
に
機
能
し
て
い
な
か

っ
た
の
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
だ

と
１
日

件
程
度
の
報
告
が

集
ま
り
だ
し
、
根
本
原
因
の

分
析
か
ら
現
場
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

プ
ラ
ン

・
ド
ゥ
ー
・
チ
ェ
ッ
ク
・
ア

ク
シ
ョ
ン

を
回
す
形
が
で

き
た
」

　
「
事
故
対
応
で
も
従
来
は

病
院
長
１
人
が
判
断
の
責
任

を
負
っ
た
の
を
、
メ
ー
ル
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
緊
急
度

を
幹
部
複
数
で
判
断
し
て
院

内
の
委
員
会
に
諮
る
よ
う
に

し
た
。
こ
れ
ら
予
防
と
事
故

対
応
の
仕
組
み
は
阪
大
モ
デ

ル
と
し
て
、
国
立
大
学
附
属

病
院
医
療
安
全
管
理
協
議
会

を
通
じ
、

の
全
国
立
大
学

病
院
に
広
が
っ
た
。
電
子
カ

ル
テ
も
医
療
の
見
え
る
化

の
た
め
力
を
入
れ
た
。
阪
大

退
職
の
前
に
は
、
患
者
さ
ん

の
治
療
同
意
書
な
ど
を
電
子

カ
ル
テ
に
載
せ
る
な
ど
、
紙

文
書
類
を
す
べ
て
電
子
媒
体

に
置
き
換
え
、
一
元
的
に
管

理
す
る
医
療
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
を
稼
働
さ
せ
た
」

　
―
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
で

医
療
事
故
の
減
少
に
ど
う
役

立
ち
ま
し
た
か
。

　
「
数
値
的
な
デ
ー
タ
は
持

っ
て
い
な
い
が
、
少
し
例
を

挙
げ
る
な
ら
情
報
共
有
が
進

む
と
、
過
去
の
ア
レ
ル
ギ
ー

歴
、
薬
の
副
作
用
歴
な
ど
が

医
療
現
場
で
確
認
が
で
き
、

患
者
さ
ん
の
安
全
に
つ
な
が

る
。
電
子
カ
ル
テ
で
は

治

療
の
見
え
る
化

が
進
み
、

医
療
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

が
起
き
た
と
思
う
。
病
気
を

治
す
と
い
う
行
為
を
科
学
に

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
、
私
ど
も
は

Ｄ
ｏ

ド

ゥ
ー

の
サ
イ
エ
ン
ス

と

名
付
け
て
提
唱
し
て
い
る
」

　
―
病
気
治
療
の
科
学
化
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

　
「
治
療
は
現
在
で
も
医
師

の
経
験
と
技
術
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
１
０
０
人
の

患
者
が
同
じ
症
状
を
口
に
し

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
に

よ
り
１
０
０
の
治
療
方
針
が

あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
重

大
な
事
故
と
な
る
素
地
と
い

え
る
。
分
布
図
に
し
て
み
る

と
非
常
に
ぶ
れ
が
大
き
い
。

私
は
そ
こ
に
標
準
化
が
あ
る

程
度
必
要
と
考
え
て
い
る
。

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
と
い
う
手

法
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
た
手

順
を
は
ず
れ
る
と
電
子
カ
ル

テ
上
に
ア
ラ
ー
ム
を
出
す
仕

組
み
も
で
き
て
き
た
。
医
学

界
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
ま

だ
十
分
で
な
い
が
、
私
は
医

療
安
全
は
品
質
管
理
の
延
長

線
上
に
あ
る
と
と
ら
え
、

シ
ス
テ
ム
思
考

で
取
り

組
ん
で
い
く
」


